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A－108　　　当歳場･こ勤考する女子丿眠賢ダ,恢欠食./匯貪血調査板瓦,こっﾚヽて

　　　　　　　ぼ襖奴大■ 天疾病政）

　　　　　　　天僕女短式　砥養　　o藤本ii*胃a-

　目的　昭和^／年度，原注廂より「t 血予功･ユ正しい食生活･｀ら」乞堰諾i.レで，食生冶

改善B.T^-里動が呼ダ々ヽ･t られTこ．それによゐﾋ.女雇ﾀﾞ･約3o % が献血－準値以下の比-t. で’あ

ゐt.立べられZ いゐ．嘆息,まその桟天撲そ子煙大IK,W天ｲ史為政･こ勤務する女子の恢欠允柱

貧血･ﾀ･肩熟＆レらべ正レい食生酒違勅,こ微カリがら協力ずべく本調査%行バ― ．

　方紙　in色承量，ヘマトクリヽ'/卜植, 全血比t-乞それぞれ，シすンメトヘｔグ' PIビン去

. 高i$遠心弧，稜威銅茲で･剛戻し. 琴べ別, 東種別･こ分類レリむ軟検討レtこ．

シフシ/■トヘモ7' ロビッ臓；　血璋りjto^, £正碓に採り試薬夕-^の入，tこ試験嗜に洗ﾚヽ

込ふ混和，発色反応r給伐戒長おやで･分丸九t.丸度計I- こ威光度－劇吏．

高遠轟心広; 抗装固剤E P T A I-よリ凝固を功川-£血浪り,^*-^，を.^細巻に珠リ//,noe回転

で‘分島^遠心職に1}ヽけrこ猿血液中，こBめゐ私血球が昏雌を.％ご斤,レrこ．

硫酸銅紙；稜酸銅差準痕乞用レペパtﾀ～／Di／闇f) 皿隻基嘩政則乍リピペ-．卜ぐﾉ^jEL -g.滴

下レこ劃定レr=.

　郎果　当短大（衛^盾膚蓼科■ 食靭巣養学科）IK び滴院は健康ﾋ最七/関係の攬ﾚヽ廠博ぐ

あゐ<t.しう系何下ごヽはあゐ外則足／･緬果,血色系量，ヘマト7 'I -/ト櫨，μこi.は釣おあな-'r

繊I -ﾀﾞ,徊人;ヽ貳正常/fl%.うわよわっこﾚヽゐ・ﾚヽう好成績でヽあ・'■こ．^ n血色素量.全血filL.

隻刀相関硫数は伺7Z-ヽ渦7 r-．

A－109 北上山系の一山村における掃ﾒ､の栄養水準と血性値・竣討（第i報）
　　　　　　　　一栄4為およrt食品・摂取状｀況につい７－
　　　　　　岩手県1蔽岡短大　o森　応:　^・斎ii-　ｔ・佐/2E袷芙子

　目的山村における食生活と健康にっい７のM垂性id'角的に検討すること左目的とし
7. 県内T-脳卒中死c率の高い山村左毘定レ家庭の中で･健魚管理の中にとu-)マいる婦
人の栄養状態と血浚,1畦状磋にっい7比較検討した．第l報Tは栄養態･(-^いT報告する．
　方法昭和紀年s月１日かり日ま7･の３日向．岩号県央北上山系の|昭い削詞け1お

リ. 総面瀦^詐ヵ儡林7･ある下司ｲﾁﾞ郡川井村繋・鈴久危吃区の3嗜ヵヽ以満ま7-･の婦人
背名む嫁に国民栄Ｉ調査に凛ずるｲ固人秤f調査法と用い．併せ'了食習'If.生活外向. 自

覚症状等に¬)い了も面諦嘲きとリ方式｀7･行った．その回収率は71.4%7･あ⊃枇．
　結果　I) 傑養素摂取忠兄；結果値を栄養所専量と比較し了みると, tzん自質こびCと
除い7は全体的1てｲきく，とくに/Amμ). VBM2.0%)は5臨以下であｰ)だ．つぃ7-脂肋

(52.9%)でa観銘い/B,m.7X)の順了･あった．次に弱年の国尺栄養ヽ調査結果iその他の農業)
と比較し了みると，･全体的に低く，とくい/C(S3.2%).とVA(S4.?%)が5鴎台t く．
つぃTG脳台ヵ慟謝畦たん白質旧.跡)./Bi吼z幻,脂肪i(>＼弘). /Bm.μ) t･ヽあった．
　2)食品群摂取状｀5兄：結果の傷差値をみると，非常に高く. 変異系数＼叩ﾑ迂が'?食

品群7"みs｀れ，半分以上l-あった．次に結果値き子塚5｀の食糧構成例と比較Llみると，
いも類，み予，淡e野菜，海草，魚介類左除丿Tは低く. とくに乳類2i陥獣鳥肉類.

(30.8%).油脂類(引.銘),さとう(53.6%). 緑黄色野菜旧.銘).果実類認.弦)が^鴎ﾑ埓
というさ7"あｰ)だ．また. 弱年の国尺栄４調査結果とグ･比較7･は.淡色野菜肘2,祁)と
み予(訓み)斟大邨て高く, 紅島肉類(27.l%).果実頻(引.4%)ヵ^'^単池いｲ郎･あiだ．




